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他 方 、 ド イ ツ と は 違 い 、 イ ソ グ ラ ソ ド で は ウ ィ リ ア ム 1 世 が ノ ル マ ソ デ ィ ー
も あ わ せ て 強 力 な 一 人 支 配 を 実 現 し て い た 。 つ づ く ウ ィ リ ア ム 2 世 治 世 (1087
- 1 1 0 0 ) 、 ヘ ソ リ ー 1 世 治 世 (1100-35) 初 期 、 ス テ ィ ー ヴ ‘ ノ 治 世 (1135-54)
に は 、 各 王 に 強 力 な 敵 対 者 が 存 在 し て お り 、 引 き 起 こ さ れ た 対 立 の 結 果 、 教 皇
の 影 響 力 の 浸 透 が 見 ら れ た こ と は 注 目 さ れ る 。 も っ と も 、 ウ ィ リ ア ム 2 世 治 世
末 期 に は 、 か れ の 在 位 期 間 が 短 か か っ た こ と も あ り 、 さ ら に ノ ル マ ソ デ ィ ー 公
ロ バ ー ト が 十 字 軍 参 加 に 関 心 を 示 し 始 め た こ と も あ っ て 、 ロ バ ー ト 公 と の 対 立
を め ぐ る 教 皇 の 働 き か け （ ま た 、 結 果 と し て の 影 響 力 の 浸 透 ） は ほ と ん ど な か っ
た 。 し か し 、 そ れ ま で は カ ソ タ ベ リ ー 大 司 教 ア ソ セ ル ム （ 在 位 、 1 0 9 3 - 1 1 0 9 )
と の 対 立 で 、 国 王 が 公 然 と で は な い が 積 極 的 に 教 皇 に 働 き か け て い た 事 実 は 見
逃 せ な い 。
3) 
ウ ィ リ ア ム 1 世 は 、 他 の 3 人 の 国 王 の よ う に 王 位 を め ぐ る 強 力 な 敵 対 者 を も っ
て い た わ け で は な い 。 ま た 、 大 司 教 ラ ソ フ ラ ソ ク の 協 力 も 確 保 し て い た 。 し た
が っ て 、 イ ソ グ ラ ソ ド の 国 内 状 況 は グ レ ゴ リ ー 7 世 の 過 激 な 主 張 に よ っ て 大 き
く左右される状態ではなかったといえよう。 R•H•C ・デイヴィス (Davis)
の 表 現 「 教 会 の シ ス マ は い つ も 政 治 的 対 立 と 結 び つ く 」 4) を も じ っ て い え ば 、
国 内 に 政 治 的 対 立 が 存 在 し な い と こ ろ に は シ ス マ は 起 こ り に く い 。 す な わ ち 、
こ の 場 合 、 イ ソ グ ラ ソ ド に グ レ ゴ リ ー 7 世 の 主 張 は 受 け 入 れ ら れ る こ と は な か っ
た の で あ る 。
ヘ ソ リ ー 1 世 治 世 に つ い て み れ ば 、 1106年 ロ バ ー ト 公 敗 北 以 後 に そ れ と 類 似
の 状 況 が 出 現 す る 。 そ れ 以 降 、 ヘ ソ リ ー 1 世 は イ ソ グ ラ ソ ド と ノ ル マ ソ デ ィ ー
に お け る 一 人 支 配 を 行 な い な が ら 教 会 政 策 を 決 定 し て い く こ と が で ぎ た 。
ヘ ソ リ ー 1 世 治 世 に お け る 王 権 と 教 会 と の 関 係 を 究 明 し よ う と す る 場 合 、 ま
ず 、 即 位 か ら 1107年 ロ ソ ド ソ 協 約 の 成 立 に 至 る ま で の 聖 職 叙 任 権 闘 争 を 取 り あ
げ る べ き で あ ろ う 。 カ ソ タ ベ リ ー 大 司 教 ア ソ セ ル ム は 前 王 ウ ィ リ ア ム 2 世 と の
対 立 か ら 大 陸 で の 追 放 生 活 を 余 儀 な く さ れ て い た 。 か れ の 帰 国 後 に 始 ま っ た 俗
人 に よ る 聖 職 叙 任 を め ぐ る 対 立 は 、 ヘ ソ リ ー 1 世 な ら び に ロ ー マ 教 皇 パ ス カ ル
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2  国 王 と 司 教 任 命
ア ソ グ ロ ＝ ノ ル マ ソ 期 の 国 王 に と っ て 側 近 た ち の 能 力 が ど の よ う で あ っ た か
は 、 か れ ら の 統 治 の た め 重 大 な こ と で あ っ た 。 そ し て 側 近 と し て 世 俗 諸 侯 に 劣
ら ず 司 教 た ち の 働 き が 不 可 欠 で あ っ た 。 ウ ィ リ ア ム 1 世 に と っ て の ラ ソ フ ラ ソ
ク 、 ウ ィ リ ア ム 2 世 に と っ て の ダ ラ ム 司 教 ラ ヌ ル フ ＝ フ ラ ソ バ ル ド 、 ス テ ィ ー
ヴ ‘ ノ に と っ て の ウ ィ ソ チ ェ ス タ ー 司 教 ヘ ソ リ ー と 同 様 、 ヘ ソ リ ー 1 世 に と っ て
は ソ ー ル ズ ベ リ ー 司 教 ロ ジ ャ ー の 働 き が 無 視 で き な い 。 さ ら に 、 注 目 す べ き こ
と に 、 ラ ソ フ ラ ソ ク が 力 ‘ ノ タ ベ リ ー 大 司 教 で あ っ た 以 外 、 他 の 3 名 は い ず れ も
大 司 教 で さ え な い 。 ラ ヌ ル フ ＝ フ ラ ソ バ ル ド と ロ ジ ャ ー は 国 王 の ハ ウ ス ホ ー ル
ド 出 身 司 教 で あ り 、 司 教 ヘ ソ リ ー は ス テ ィ ー ヴ ‘ ノ の 弟 で あ っ た 。 10)
し か し 、 国 王 に と っ て は 、 こ う し た 司 教 た ち と の 関 係 に 加 え て 、 や は り カ ン '
タ ベ リ ー 大 司 教 や ヨ ー ク 大 司 教 と の 関 係 が 安 定 し た 統 治 を 実 現 す る の に 重 要 で
あ っ た 。 ウ ィ リ ア ム 2 世 に と っ て の ア ソ セ ル ム 、 ヘ ソ リ ー 1 世 に と っ て は ア ソ
セ ル ム 、 カ ソ タ ベ リ ー 大 司 教 ウ ィ リ ア ム 、 そ し て ヨ ー ク 大 司 教 サ ー ス タ ソ で あ
る。 3 名 の 大 司 教 た ち は そ れ ぞ れ ヘ ソ リ ー 1 世 治 世 の 重 大 な 局 面 に お い て 登 場
す る 。 す な わ ち 、 聖 職 叙 任 権 闘 争 で は ア ソ セ ル ム が 、 カ ソ タ ベ リ ー と ヨ ー ク と
の 首 位 権 ・ 服 従 宜 誓 問 題 を め ぐ る 対 立 11) で は ア ソ セ ル ム ・ ウ ィ リ ア ム ・ サ ー
ス タ ‘ ノ が 、 さ ら に 、 新 し い 律 修 聖 職 者 勢 力 と の 関 連 で ウ ィ リ ア ム が 注 目 さ れ る 。
と こ ろ で 、 ヘ ソ リ ー 1 世 と 司 教 た ち と の 関 係 を 究 明 す る に 際 し 、 か れ の 即 位
時における司教たちへの依存について示唆深い研究がある。 E•U ・クロスビー
は 、 国 王 の 教 会 勢 力 へ の 依 存 と い う 視 点 か ら ヘ ソ リ ー 1 世 即 位 時 と ス テ ィ ー ヴ
ソ 即 位 時 と を 比 較 し 、 前 者 が 王 位 確 保 の た め に 司 教 た ち か ら 強 力 な 支 援 を 期 待
で き な か っ た の に 対 し 、 後 者 は そ れ に 大 き く 依 存 で き た 、 と 指 摘 す る 。 12) さ
ら に 、 ク ロ ス ビ ー は 、 両 者 の 即 位 時 の チ ャ ー タ ー 13) を 比 較 分 析 し た 後 、 つ ぎ
の よ う な 判 断 を 下 す 。 ヘ ソ リ ー は 教 会 の 自 由 を 約 束 し て は い る が 、 そ の チ ャ ー
タ ー は 世 俗 諸 侯 向 け で あ り 、 直 臣 と の 満 足 す べ き 関 係 の 確 立 を 第 一 に 意 図 し て
い る 。 か れ は 世 俗 諸 侯 た ち の 財 産 処 分 権 を 約 束 し た 。 そ れ に 対 し 、 ス テ ィ ー ヴ
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か っ た の で 、 か つ て 、 そ れ ほ ど 多 く ［ の 職 位 〕 が い っ し ょ に 与 え ら れ た こ と が
あ っ た か 、 だ れ も 思 い 出 せ る 人 は い な か っ た 」 と 。 17)
カ ソ タ ベ リ ー 大 司 教 ア ソ セ ル ム は 1109年 4 月 死 亡 す る 。 ヘ ソ リ ー は ヨ ー ク 大
司 教 に ト ー マ ス 2 世 ( T h o m a s I 、 在 位 、 1 1 0 9 - 1 4 ) を 任 命 し た が カ ソ タ ベ リ ー
大 司 教 職 は 5 年 間 空 位 状 態 に お く 。 F ・ バ ー ロ ー は 、 国 王 が こ の 時 期 ひ と り の
大 司 教 だ け で 十 分 で あ る と 考 え て い た か の よ う で あ る 、 と 穏 や か で あ る が 、 18)
E  •  J ・ キ ー リ ー (Kealey) は 、 ヘ ソ リ ー が そ の 間 か れ の 兄 ウ ィ リ ア ム 2 世・
の 悪 名 高 い 例 に 依 っ て 大 司 教 職 の 収 入 を 専 有 (appropriate) し た 、 と 明 快 で あ
る。 19) 当 時 カ ソ タ ベ リ ー 教 会 の 構 成 員 で あ っ た エ ド マ ー ( E a d m e r ) も 、 「 ヘ ソ
リ ー が 新 し い 首 位 者 〔 大 司 教 Jを 捜 し て い る ふ り を し て い た 」 そ の ,・1 教 区 を 、 ロ
チ ェ ス タ ー 司 教 ラ ル フ が 統 轄 し て い た 、 と ヘ ソ リ ー の 謡 図 を 見 抜 い て い た 。 20)
こ う し た ヘ ソ リ ー 1 世 の 空 付 政 策 も 、 治 世 蚊 後 の 15年 間 に は 変 化 し た 。 空 位
期 間 は 短 く な る 。 F ・ バ ー ロ ー は 、 そ れ が カ ソ タ ベ リ ー と ヨ ー ク の 首 位 権 ・ 服
従 宜 誓 論 争 の 終 結 、 そ し て な に よ り も 1120年 1 月 嫡 男 ウ ィ リ ア ム の 死 後 ヘ ソ リ ー
に 見 ら れ る よ う に な っ た 大 い な る 敬 虔 さ の ゆ え ん で あ る 、 と 解 釈 し て い る 。 21)
た し か に 、 今 日 の 歴 史 家 が 空 位 期 間 を 客 観 的 数 字 に よ っ て 比 較 し た う え で 空
位 期 間 が 短 く な っ た 原 因 を 求 め る な ら 、 そ う し た 解 釈 も 可 能 で あ ろ う 。 し か し
こ こ で は 、 ヨ ー ク 教 会 の 構 成 員 で あ っ た ヒ ュ ー ( H u g h ) が 伝 え る 、 1123 年 カ
ソ タ ベ リ ー 大 司 教 ウ ィ リ ア ム の 選 挙 の 適 法 性 が ロ ー マ 教 兒 rJで 間 題 に さ れ た 時 、
ウ ィ リ ア ム の た め に ヨ ー ク 大 司 教 サ ー ス タ ソ が な し た 発 言 に 注 目 し て お き た い 。
サ ー ス タ ‘ ノ は 教 皇 カ リ ク ス ト ゥ ス 2 世 (CalixtusII 、 在 位 、 1 1 1 9 - 2 4 ) に 対 し
進 言 し た 。 「 ウ ィ リ ア ム 選 出 が い ま 拒 絶 さ れ る な ら 、 国 王 は 立 腹 し 〔 以 前 か れ
が や っ て い た こ と を 再 び 行 な う で あ ろ う 。 す な わ ち 、 す べ て の キ リ ス ト 教 徒 の
損 失 に お い て 〕 そ の 司 教 座 を 長 期 間 空 位 に し て お く で あ ろ う 」 と 。 2 2 ) 国 王 に
仕 え か れ を よ く 知 っ て い た サ ー ス タ ソ の こ う し た 発 言 は 、 ヘ ソ リ ー が こ の 時 期
に お い て も い つ ま た 空 位 政 策 を 実 行 す る か も し れ な い 、 と い う 教 会 当 事 者 の 不
安 を 表 わ し て い た 、 と 理 解 す べ ぎ で あ ろ う 。
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行 使 の 問 題 を 検 討 す る 際 に 参 考 に な る 。
チ ェ ス タ ー 司 教 ジ ー ク フ リ ー ド (Siegfried d'Escures 、 在 位 、 1 1 2 5 - 4 5 ) 。
グ ラ ス ト ソ ベ リ ー 修 逍 院 長 で あ っ た 。
29) 
ラ ル フ の 異 母 兄 弟 。
ウ ィ ソ チ ェ ス タ ー 司 教 ヘ ソ リ ー ＝ オ ヴ ＝ ブ ロ ア
1129-71)。ブロア 1,~,ス テ ィ ー ヴ ソ と ウ ィ リ ア ム 1 世 の 娘 ア デ ラ
( H e n r y  of Blois 、 在 位 、
（ ヘ ソ リ ー 1
世 の 妹 ） と の 第 4 子 。 ク リ ュ ニ ー 副 修 道 院 長 に ま で な っ て い た が 、 1126年 ヘ ソ
リ ー 1 廿 J: に よ っ て イ ソ グ ラ ソ ド に 連 れ て こ ら れ グ ラ ス ト ソ ベ リ ー 修 道 院 長 と な
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（ 在 俗 聖 職 出 身 司 教 ）
も つ 聖 職 者 。
か れ ら は 3 つ に 区 分 で き る 。 最 多 は 国 王 奉 仕 経 歴 を
エ ク セ タ ー 司 教 ウ ィ リ ア ム
(William W a r e l w a s t 、 在 位 、 1 1 0 7 - 3 7 ) 。 前 年 、
国 王 の た め に ロ ー マ で 叙 任 権 問 題 解 決 へ の 話 し 合 い を 行 な う 。 司 教 就 任 後 も 力
ソ タ ベ リ ー と ヨ ー ク と の 論 争 を め ぐ る 教 皐 と の 交 渉 で 国 王 使 節 。 31)
ロ ソ ド ソ 司 教 リ チ ャ ー ド ＝ オ ヴ ＝ ボ ー メ ー (Richard of B e a u m a 1 s 、 在 位 、
1 1 0 8 - 2 7 ) 。 モ ‘ ノ ト ゴ メ リ ー 一 族 の 諸 侯 。
ウ ェ ー ル ズ 辺 境 の シ ュ ロ ッ プ シ ャ ー
で の 国 王 役 人 。 法 律 知 識 で 評 判 を 得 て い た が 、 州 長 官 と し て の 軍 事 ・ 行 政 能 力
ゆ え の 昇 進 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 32) 州 長 官 か ら 司 教 へ 昇 進 し た ま れ な 事 例 。
ヨ ー ク 大 司 教 サ ー ス タ ソ (Thurstan 、 在 位 、 1 1 1 4 - 4 0 ) 。
し て ヘ ソ リ ー 1 世 に 仕 え た チ ャ フ
レ ソ
33) 
ロ ソ ド ソ 司 教 座 教 会 参 事 会 員 と し
て 十 分 な 教 育 ・ 訓 練 を 受 け た 法 律 家 。 文 武 両 面 に す ぐ れ た 行 政 官 。 34) か れ の
ウ ィ リ ア ム 2 世 そ
事 例 は ヘ ソ リ ー 1 棋 の 任 命 方 法 を 示 し て い て 興 味 深 い 。 1114年 国 王 は サ ー ス タ
ン を 伴 っ て ウ ィ ソ チ ェ ス タ ー ヘ と 旅 行 、 聖 母 昇 天 の 祝 日
( 8 月 15 日）、
ヨ ー ク
教 会 参 事 会 へ の 相 談 も な く 、 十 分 に 試 さ れ た 自 分 の チ ャ プ レ ソ を 簡 単 に 任 命 し
た 。 ヘ ソ リ ー の や り 方 は 、 信 頼 で き る 候 補 者 を 任 命 す る な ら 聖 職 者 た ち か ら 異
議 は で な い で あ ろ う 、 と い う も の で あ っ た 。 こ の 場 合 、 そ の 予 想 は 的 中 し た 。 35)
ヨ ー ク の 歴 史 家 ヒ ュ ー は 、
ヨ ー ク 教 会 聖 職 者 た ち の サ ー ス タ ソ 歓 迎 を 伝 え て い
る 。 そ の 原 因 と し て 、
D ・ ニ コ ー ル (Nicholl) は、
ヒ ュ ー に も 共 通 す る サ ー
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く 、 ま た 国 王 や 王 妃 の チ ャ ‘ ノ セ ラ ー の ほ と ん ど が 司 教 に 昇 進 し て い る こ と で あ
る 。 ま た 、 チ ェ ス タ ー 司 教 と な っ た ロ バ ー ト (Robert Pecce、 在 位 、 1121-26)
は 国 王 チ ャ プ レ ソ と し て 最 初 1101 年 に 証 書 に 署 名 し て い る 。 20年 間 の 奉 仕 後 、
司 教 職 に よ っ て 報 い ら れ た 。 43) こ れ も ヘ ソ リ ー 1 世 の 司 教 任 命 の 一 面 を 示 唆
し て い る 。
在 俗 聖 職 出 身 司 教 の う ち 、 ヘ ソ リ ー 1 世 治 世 に な っ て 顕 著 に な っ た も う ひ と
つ の グ ル ー プ を 代 表 す る の が 、 司 教 座 教 会 で の 経 歴 を も つ 聖 職 者 た ち で あ っ た 。
と り わ け 大 助 祭 (archdeacon) の 司 教 昇 進 が め だ つ 。
44) 
す で に 言 及 し た 司 教 た ち の 中 で も 、 リ ソ カ ー ソ 司 教 ア レ ク サ ソ ダ ー が 司 教 ロ
ジ ャ ー の 下 で ソ ー ル ズ ベ リ ー の 大 助 祭 、 チ ェ ス タ ー 司 教 ロ ジ ャ ー は バ ッ キ ソ ガ
ム の 大 助 祭 で あ っ た 。 ウ ェ ー ル ズ で も ラ ソ ダ フ 司 教 ウ ル バ ‘ ノ が 大 助 祭 出 身 で あ っ
た 。 さ ら に 、 ノ リ ッ ジ 司 教 と な っ た エ ヴ ェ ラ ル ド (Everald of M o n t g o m e r y 、
在 位 、 1 1 2 1 - 4 5 ) も 以 前 は ソ ー ル ズ ベ リ ー 大 助 祭 で あ っ た 。 45)
大 助 祭 た ち の 司 教 昇 進 は 新 た な 兆 候 で あ っ た 。 F ・ バ ー ロ ー が 正 し く 指 摘 す
る よ う に 、 そ れ は 司 教 た ち が か れ ら の 息 子 や 甥 を 大 助 祭 職 へ 任 命 し 始 め た こ と
に よ る 当 然 の 事 態 で あ っ た と い え る 。 46) ま さ に 、 こ の 点 こ そ 妻 帯 が 多 い 在 俗
聖 職 者 た ち 独 自 の 特 性 な の で あ り 、 そ れ が 司 教 ポ ス ト を め ぐ る 修 道 士 た ち と の
熾 烈 な 競 争 を 引 き 起 こ し て い た の で あ る 。 47) 家 族 的 つ な が り を 基 盤 に 司 教 た
ち は 権 力 の 確 立 を 図 っ た 。 ヘ ソ リ ー 1 世 治 世 の 在 位 司 教 の 半 数 以 上 が か れ ら の
縁者を大助祭などの聖職に昇進させていた、とする E•U ・クロスビーの指摘
も 驚 く 必 要 は な い の か も し れ な い 。 48)
司 教 に 任 命 さ れ た 在 俗 聖 職 者 の う ち 最 後 に つ け 加 え ね ば な ら な い の が 、 外 国
で 教 育 を 受 け た 学 者 で あ る 。 ロ ソ ド ソ 司 教 ギ ル バ ー ト (Gilbert the Universal 、
在 位 、 1 1 2 8 - 3 4 ) は 、 ブ ル タ ー ニ ュ 人 で バ ソ ゴ ー ル 司 教 ハ ー ヴ ィ ー の 親 戚 、 ラ
ソ の ア ソ セ ル ム の 弟 子 で あ っ た 。 旧 約 聖 書 の 注 釈 者 、 教 師 。 リ ヨ ソ 大 司 教 座 教
会 参 事 会 員 。 か れ は 、 1126年 ロ ー マ 教 皇 庁 に お い て 力 ‘ ノ タ ベ リ ー と ョ ー ク の 対
立 を め ぐ り 前 者 の 立 場 を 弁 護 、 ヘ ソ リ ー 1 世 の 期 待 に 応 え た 。 49) そ の 報 酬 と
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ソ リ ー 1 世 が か れ を よ く 知 ら な か っ た こ と ば 注 目 さ れ る 。 し た が っ て 、 国 王 は
ウ ィ リ ア ム に つ い て ヨ ー ク 大 司 教 サ ー ス タ ‘ ノ た ち に 尋 ね て い る 。 53) サ ー ス タ
ソ は ウ ィ リ ア ム に 好 意 的 な 返 事 を し 選 出 を 支 持 し た 。 か れ が 律 修 修 道 院 長 で あ っ
た こ と は 、 律 修 聖 職 者 を 支 援 し て い た サ ー ス タ ソ に し て み れ ば 推 瓶 す る の に 十
分 で あ っ た 。
54) 
国 王 に と っ て 未 知 の ウ ィ リ ア ム が 選 ば れ た こ 、 と は 、 1114年 の 選 挙 で 自 分 の 推
薦 す る 第 一 候 補 者 の 代 り に ラ ル フ が 選 ば れ た の と 同 様 、 ヘ ソ リ ー に と っ て は 不
本 意 で あ っ た に ち が い な い 。 M ・ ブ レ ッ ト (Brett) は 、 そ の 点 に つ い て 、 カ
ソ タ ベ リ ー 大 司 教 の 地 位 は 特 別 で あ り 国 王 と い え ど も 合 意 に 従 わ ね ば な ら な か っ
た の で あ る 、 と 解 釈 し て い る 。 55) こ の こ と は 、 ヘ ソ リ ー 1 世 の パ ト ロ ネ ジ の
及 ぶ 範 囲 と い う 視 点 か ら み て 大 変 に 重 要 で あ る 。
ウ ィ リ ア ム の 大 司 教 就 任 は 教 会 参 事 会 を 構 成 す る 修 道 士 た ち と の 間 に イ デ オ
ロ ギ ー 的 対 立 を 引 き 起 こ し た 。 ま た 、 1125年 ウ ィ リ ア ム は 前 大 司 教 ラ ル フ の 甥
で カ ソ タ ベ リ ー の 大 助 祭 で あ っ た ジ ョ ‘ ノ を ロ チ ェ ス タ ー 司 教 （ 在 位 、 1 1 2 5 - 3 7 )
に 任 命 し た 。 そ の 結 果 、 カ ソ タ ベ リ ー と ロ チ ェ ス タ ー 両 司 教 座 に お い て 修 道 士
出 身 司 教 の 伝 統 が 崩 れ た の で あ っ た 。
56) 
そ の ほ か ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス 派 律 修 聖 職 者 で は 、 ラ ソ ソ ニ ー 律 修 修 道 院 長 ロ バ ー
ト (Robert of Bethune, prior of Llanthony) が ヘ リ フ ォ ー ド 司 教 （ 在 位 、
1 1 3 1 - 4 8 ) 、 ま た 、 ノ ス テ ル 律 修 修 道 院 長 ア ル ド ゥ ル フ (Aldulf, prior of 
Nostell) が 初 代 の カ ー ラ イ ル 司 教 （ 在 位 、 1 1 3 3 - 5 7 ) に 任 命 さ れ て い る 。 57)
ヘ ソ リ ー 1 世 治 世 に は 、 い た る と こ ろ で ベ ネ デ ィ ク ト 修 道 士 ・ 在 俗 聖 職 者 ・
ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス 派 律 修 聖 職 者 が 司 教 位 を め ぐ り 熾 烈 な 闘 い を 展 開 し つ つ あ っ
た 。 そ う し た 状 況 の 中 で 、 国 王 は 自 己 の 統 治 を 実 現 す る た め パ ト ロ ネ ジ を 行 使
し て い っ た わ け で あ る 。
3  歴 史 的 位 置 づ け ー 提 言 ー
(1) 叙 任 権 闘 争 の 影 響
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の 裁 判 で は ① の 区 別 が な さ れ て い る 。 6 0 ) し か し 、 ス テ ィ ー ヴ ソ 治 世 の ソ ー ル
ズ ベ リ ー 司 教 ロ ジ ャ ー の 場 合 で は 、 か れ は 国 王 の 役 人 と (ut regis seruiens) 
み な さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ② の 区 別 で あ る 。 で は 、 な ぜ ① の 区 別 が 行 わ れ な
く な っ た の で あ ろ う か 。 も っ と も 、 こ う し た 少 な い 事 例 が ど れ ほ ど の 傾 向 性 を
示 し て い る の か 疑 問 で は あ る 。 ま た 、 裁 か れ た 司 教 の 出 身 経 歴 に 関 し て な さ れ
た 呼 び 方 の 区 別 で あ る だ け か も し れ な い 。 し か し 、 そ こ に 象 徴 的 な 意 味 合 い を
認 め る こ と が で き よ う 。
ウ ィ リ ア ム 2 世 と ス テ ィ ー ヴ ソ 治 世 の 間 に 位 置 す る ヘ ソ リ ー 1 世 治 世 を 変 化
の 時 期 と み な す こ と は で ぎ な い で あ ろ う か 。 す な わ ち 、 そ れ は ヘ ソ リ ー 1 世 治
世 に 国 王 の ハ ウ ス ホ ー ル ド （ 役 人 ） 出 身 の 司 教 た ち が 増 加 し た こ と と 符 合 し て
い る よ う に 思 わ れ る の で あ る 。
(2) 国 王 と パ ト ロ ネ ジ
ヘ ソ リ ー 1 世 の 統 治 方 法 に つ い て は 、 か れ の パ ト ロ ネ ジ 行 使 が 問 題 で あ る 。
な ぜ そ れ は か れ の 治 世 に 特 徴 的 で あ る と い え る の か 。 国 王 の ハ ウ ス ホ ー ル ド 出
身 者 を 司 教 に 任 命 し た り 、 み ず か ら の 右 腕 と し て 重 用 す る や り 方 は 、 ウ ィ リ ア
ム 2 世 治 世 に も す で に み ら れ た 。 た と え ば 、 ダ ラ ム 司 教 ラ ヌ ル フ ＝ フ ラ ソ バ ル
ド。 R•W ・サザーソ (Southern) はいう。「バイユー司教区のひとりの世に
知 ら れ て い な い 司 祭 の 息 子 は 、 イ ソ グ ラ ソ ド 史 上 、 社 会 的 は し ご の 底 辺 か ら 頂
上 へ と 、 国 王 行 政 の 裏 階 段 を 登 っ た 卑 賎 な 生 れ の 最 初 の 人 物 で あ っ た 」 と 。 61)
ヘ ソ リ ー 1 世 は 、 即 位 当 初 、 1101 年 反 乱 に 見 ら れ た よ う に 世 俗 諸 侯 た ち の 多
く が ノ ル マ ソ デ ィ ー 公 ロ バ ー ト を 支 持 し て お り 、 か れ ら に 大 ぎ く 依 存 で き な い
こ と を 理 解 し て い た 。 6 2 ) そ の 意 味 で は 、 か れ の パ ト ロ ネ ジ 利 用 は 旧 諸 侯 （ か
れ の 支 持 者 以 外 の ） に 対 す る 新 た な 支 持 勢 力 を 創 出 す る 方 策 で あ っ た と い え よ
う 。 も っ と も 、 す で に 地 位 を 確 立 し て い た 人 び と で も 、 例 え ば す ぐ れ た 行 政 ・
軍 事 能 力 を も つ 、 か れ に と っ て 利 用 価 値 が あ る と 判 断 で き る 者 は 積 極 的 に 登 用
し て い っ た 。 ラ ヌ ル フ ＝ フ ラ ソ バ ル ド が そ う で あ る 。 ま た 、 ヨ ー ク 大 司 教 と な
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ウ ィ リ ア ム 1 世 と ヘ ソ リ ー 1 世 (1106 年 以 降 ） の 共 通 点 は 、 イ ソ グ ラ ソ ド と ノ
ル マ ソ デ ィ ー を 1 人 で 支 配 し て お り 、 そ の 限 り で は 自 己 の 地 位 保 全 の た め 最 良
の 方 策 を 選 択 ・ 実 行 し て い け る だ け の 余 裕 が あ っ た 、 と い う こ と で あ る 。 そ も
そ も 、 特 権 で あ れ 、 地 位 で あ れ 、 土 地 で あ れ 、 そ れ ら を 与 え る 余 裕 の な い 上 位
者 は パ ト ロ ネ ジ を 行 使 す る こ と は 極 め て 困 難 で あ ろ う 。 67) 言 い 換 え れ ば 、 強
力 な 敵 対 者 の い な い 長 い 統 治 期 間 を 許 さ れ た 国 王 の み が 、 十 分 に そ れ を 利 用 す
る こ と で 自 己 の 地 位 を 一 層 強 化 す る こ と が で き た の で は な い だ ろ う か 。
し か し 、 こ の よ う に 考 え て く る と 、 い ま だ 地 位 は 確 立 し て い な い が 能 力 （ 行
政 ・ 軍 事 ・ 聖 務 ） の あ る 人 材 を 登 用 し て い く こ う し た や り 方 は 、 す で に ウ ィ リ
ア ム 1 世 以 前 の ノ ル マ ソ デ ィ ー 公 た ち が 実 施 し て い た こ と に 気 が つ く 。 1030 年
代 に ノ ル マ ソ デ ィ ー に 出 現 し た い わ ゆ る 「 新 貴 族 」 は 、 多 く が 才 能 あ る 外 来 者
で あ つ た 。 か れ ら の 積 極 的 登 用 は ウ ィ リ ア ム 1 世 の 混 成 部 隊 と し て の ノ ル マ ソ
軍 に お い て み ら れ た 。 68) そ の 事 情 は 、 イ タ リ ア 生 れ の ラ ソ フ ラ ソ ク や ア ソ セ
ル ム を 含 む ノ ル マ ソ 聖 職 者 集 団 に つ い て も 同 様 で あ る 。 ヘ ソ リ ー 1 世 は 、 そ う
し た ノ ル マ ソ デ ィ ー 公 や ウ ィ リ ア ム 1 世 た ち の 伝 統 的 統 治 方 法 を 継 承 し て い た
の で あ る 。 69)
(3) お わ り に
こ れ ま で 国 王 の パ ト ロ ネ ジ と い う こ と で 一 般 的 な 議 論 を す す め て き た が 、 パ
ト ロ ネ ジ に は も う 少 し 限 定 さ れ た 意 味 合 い も あ る 。 例 え ば 、 「 ウ ェ ー ル ズ の 司
教 た ち も 、 イ ソ グ ラ ソ ド の 司 教 た ち と 同 様 に 司 教 座 に お い て パ ト ロ ネ ジ 権 (rights
of patronage) を行使した」 (E• U ・ ク ロ ス ピ ー ） と か 、 「 ロ チ ェ ス タ ー 司
教 位 は 、 ヘ ソ リ ー 1 世 治 世 中 、 カ ソ タ ベ リ ー 大 司 教 の 議 論 の 余 地 の な い パ ト ロ
ネ ジ で あ っ た 」 ( M ・ ブ レ ッ ト ） と い う 場 合 、 そ の パ ト ロ ネ ジ は 聖 職 へ の 候 補
者 推 挙 権 を 意 味 し て い る 。 70) 国 王 の 場 合 も 、 元 来 、 聖 職 （ 司 教 職 ） へ の 候 補
者 推 挙 権 を 意 味 し て い た の で は な い か 。 特 定 の 候 補 者 の 推 挙 原 因 と し て そ れ ま
で の 国 王 奉 仕 が 想 定 で き 、 候 補 者 が そ の 昇 進 を も っ ぱ ら 国 王 の 恩 顧 に 依 存 し て
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行 使 を 妨 げ ら れ た と 一 般 的 に は い え る の で あ る が 、 そ も そ も 、 厳 密 な 意 味 で 、
国 王 が 大 司 教 位 に つ い て の 推 挙 権 （ パ ト ロ ネ ジ ） を も っ て い た の か ど う か が 問
題 な の で あ る 。 教 会 参 事 会 を 構 成 し た 修 道 士 た ち は 、 大 司 教 に つ い て の 自 由 選
挙 権 を 主 張 し て い た の で あ る 。
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The Reign of Henry I and the Church : Bishops and Royal Patronage 
Hiromichi YAMASHIRO 
The English Investiture Controversy was, after Henry I's coronation 
of 1100, started with the return of Archbishop Anselm of Canterbury. In 
this paper, the influences of the Controversy were examined and the 
characteristics were clarified in terms of the relationship between the kingship 
and the church during Henry I's reign. 
During the reign, Henry strengthed his control over the ecclesiastics 
with the policy of keeping the sees vacant and the exercise of his patronage. 
The former increased his revenue and also provided Henry with chances 
to sel his patronage at the highest price to the candidates for bishoprics. 
Thus, two policies were closely related. In his reign, we clearly notice the 
decrease of monk bishops, the remarkable increase of royal chapel bishops, 
and the appearance of cathedral clerics like archdeacons and of regular 
canons for episcopal appointments. The main cases of each group were 
examined to understand how the royal patronage worked. 
Finally, two points were suggested. 1) With the Controversy, two 
characters of the bishop (administrator of religious work and king's 
tenant-in-chief) became widely recognized. 2) The patr叩 gehas the broad 
meaning of royal favour and generosity, and also the technical meaning 
of presenting candidates for benefices. During the Controversy, the royal 
right of presentation of episcopal candidates was vehemently discussed, so 
that the king was gradually forced to exercise his patronage very consciously. 
To such an extent, the royal patronage became characteristic of Henry I's 
reign. 
